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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　扉に嵌挿される箱状の錠ケースと、前記錠ケース内に配置されて所定の距離にわたって
前後方向に進退可能なスライダーと、前記スライダーの前方に前後方向に所定の距離にわ
たって進退可能に且つ弾発部材により先方向へ付勢されて所定の距離だけ突出した状態で
一体的に嵌挿されるとともに先端に扉の取り付け枠に設置した方形の受座に嵌挿係止する
先端面が平面視で方形を呈する係止部を有するデッドボルトとを備え、前記スライダーに
係合して前記スライダーを進退させる前記錠ケースに配置されたロックハブと、前記ロッ
クハブを施錠位置としたときに前記スライダーが前方の所定位置に移動して前記デッドボ
ルトの係止部を所定の長さだけ前記錠ケースの前板から突出させた状態として前記デッド
ボルトの係止部を前記受座の方形の係止穴に嵌挿させるとともに前記デッドボルトを前記
弾発部材の付勢力に抗して前記スライダーに弾支させ、前記ロックハブを解錠位置とした
ときに前記スライダーが後方の所定位置に移動して前記デッドボルトの先部が前記係止穴
から抜けて前記錠ケースの前板の内側に没入される開き戸用錠において、前記錠ケースの
内側に前記スライダーの側面において突出、形成された弾性突起が施錠状態位置および解
錠状態位置においてそれぞれ弾性係合する係合穴が所定の前後位置に形成されており、前
記ロックハブを回動させて前記スライダーを施錠状態または解錠状態としたときに前記弾
性突起が前記係合穴にそれぞれ弾性係合して前記スライダーを施錠位置または解錠位置に
固定することを特徴とする開き戸用錠。
【請求項２】
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　前記デッドボルトの係止部を係止する前記受座の方形の係止穴における扉の開閉側の内
側面が外側に向けて所定の角度に拡開する所定角度の傾斜面である請求項１に記載の開き
戸用錠。
【請求項３】
　前記デッドボルトの係止部を係止する前記受座の方形の係止穴における扉の開閉側の外
側面ならびに係止穴における扉の開閉側の内側面が所定の角度に互いに断面が山形となる
ような傾斜面である請求項１または２に記載の開き戸用錠。
【請求項４】
　前記デッドボルトが先端面を面取りした係止部を有していることを特徴とする請求項１
，２または３に記載の開き戸用錠。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は例えば浴室やトイレの扉などに使用する開き戸用錠に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から開き戸用錠としてデッドボルトを備えた錠が知られており、このデッドボルト
錠は、扉の前面（受座対向面）に平面視で方形のデッドボルトが突出、没入可能に支持さ
れており、扉を閉じてサムターンを閉操作して前記デッドボルトの先部を受座に没入させ
て施錠するとともに、サムターンを解操作してデッドボルトを受座から脱出させてドアの
中に納めて解錠状態にするものである。
【０００３】
　ところが、前記従来のデッドボルト錠は、平面視において方形を呈するデッドボルトを
使用していることから、前記デッドボルトの先端部を受座に没入させる必要があり、扉を
取り付ける枠体に受座を埋設する彫り込みを形成する必要があり、従来のように枠体が木
材により形成されている場合には設置することができるが、枠材に受座を埋設する彫り込
みを正確な位置に形成する必要から手間が掛かるばかりか取り付け時にも扉の位置を調整
する必要があり、また、例えば浴室などの扉に用いた場合には水滴が溜まるなどの問題も
あり、特に、近頃のように木材でなくアルミニウムのような金属材のように後からの加工
が困難な素材を用いた枠材を用いた場合には実施することが困難である。
【０００４】
　また、前記開き戸錠にあっても自在に開閉できるとともにサムターンによる施錠、解錠
状態を保持できる開き戸錠が実用新案登録第３１６２９１４号公報に提示されている。
【０００５】
　この公報に提示されている開き戸錠は、図９に示すように、箱状の錠ケース１ａと、該
ケース１ａの前方にとりつけられるラッチ２ａと該ラッチ２ａの後方にとりつけられるラ
ッチスプリング３ａと、上記ラッチ２ａ及びラッチスプリング３ａの後方にとりつけられ
るデットボルト４ａと、該デットボルト４ａに並設してとりつけられるロックハブ５ａな
らびにロックスプリング６ａを備えており、上記ラッチ３ａは前端に平面視で両面傾斜の
山形状のラッチ部２１ａを、ラッチ部２１ａの後方にラッチスプリング３ａの支持部を形
成したものである。
【０００６】
　上記デッドボルト４ａは主板部６ａと該主板部６ａの前方の上下に、あるいは上下の一
方にデッド部７ａを折曲形成し、主板部６ａの後方にロックハブ５ａに係合する係合部６
１ａを形成してなり、さらに上記ラッチスプリング３ａによってラッチ２ａはラッチ部２
１ａが錠ケース１ａの前面から突出、没入自在に弾支されており、上記ロックハブ５ａは
回動軸と、該回動軸の所定の周縁に形成される駆動係合部およびロックスプリング６ａの
係合部とを形成してなり、かつ該ロックハブ５ａはロックスプリング６ａによって付勢さ
れて回動するように形成されており、ロックハブ５ａの回動によってデッドボルト４ａの
係合部に駆動係合部が係合してデッドボルト４ａを前後に移動するように構成されており
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、施錠状態を保持するにはロックハブ５ａの回動軸を回動ずることによって駆動係合部が
回動して、これに係合しているデッドボルト４ａが前方に移動し、同時にデッド部４１ａ
が錠ケース１ａより前方に突出して受座７ａの挿入孔に納まるように構成されており、解
錠状態を保持するにはロックハブ５ａの回動軸を逆方向に回動することによって駆動係合
部が逆の方向に回動してデッドボルト４ａが後方に移動し、同時にデッド部４１ａが受座
７ａの挿入孔から脱出して錠ケース１ａに納まるように構成されているものである。
【０００７】
　しかしながら、前記公報に提示されているラッチ錠は、容易に開閉できる反面、ラッチ
部２１ａが平面視で両面傾斜の山形状であることから、施錠が確実でなく、内側から施錠
するには別に内側にサムターン（図示せず）を取り付けたロックハブ５ａにより施解錠す
るデッドボルト４ａが必要であり、更に、このデットボルト４ａは受座７ａに差し込み係
止するものであり、緊急時に備えてあるいは外から解錠するための機構を付設する必要が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】実用新案登録第３１６２９１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、前記従来のラッチ錠などの開き戸用錠が有する問題点を解決するためになさ
れたものであり、枠体に受座を敷設することにより使用可能であって、枠体に彫り込みを
形成する必要がないことから近頃多用されている金属製の枠体に受座を埋め込むことなく
表面に敷設するだけで実施可能であるとともに、デッドボルトを錠ケースに没入させた解
錠状態での使用が可能であるばかりか少ない部品と簡単な構成で施錠が可能であり、更に
、別に緊急用の解除装置を備えることなく緊急時に特に操作を必要とせずに室内側あるい
は室外側からも解錠可能とすることも可能な開き戸錠を提供することを課題とするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　扉に嵌挿される箱状の錠ケースと、前記錠ケース内に配置されて所定の距離にわたって
前後方向に進退可能なスライダーと、前記スライダーの前方に前後方向に所定の距離にわ
たって進退可能に且つ弾発部材により先方向へ付勢されて所定の距離だけ突出した状態で
一体的に嵌挿されるとともに先端に扉の取り付け枠に設置した方形の受座に嵌挿係止する
先端面が平面視で方形を呈する係止部を有するデッドボルトとを備え、前記スライダーに
係合して前記スライダーを進退させる前記錠ケースに配置されたロックハブと、前記ロッ
クハブを施錠位置としたときに前記スライダーが前方の所定位置に移動して前記デッドボ
ルトの係止部を所定の長さだけ前記錠ケースの前板から突出させた状態として前記デッド
ボルトの係止部を前記受座の方形の係止穴に嵌挿させるとともに前記デッドボルトを前記
弾発部材の付勢力に抗して前記スライダーに弾支させ、前記ロックハブを解錠位置とした
ときに前記スライダーが後方の所定位置に移動して前記デッドボルトの先部が前記係止穴
から抜けて前記錠ケースの前板の内側に没入される開き戸用錠において、前記錠ケースの
内側に前記スライダーの側面において突出、形成された弾性突起が施錠状態位置および解
錠状態位置においてそれぞれ弾性係合する係合穴が所定の前後位置に形成されており、前
記ロックハブを回動させて前記スライダーを施錠状態または解錠状態としたときに前記弾
性突起が前記係合穴にそれぞれ弾性係合して前記スライダーを施錠位置または解錠位置に
固定することを特徴とする。
【００１１】
　本発明によると、受座を形成するために枠体に彫り込みを形成する必要がなく、例えば
面付けの受座を使用することができる。
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【００１２】
　また、本発明において、前記錠ケースの内側に前記スライダーの側面において突出、形
成された弾性突起が施錠状態位置および解錠状態位置においてそれぞれ弾性係合する係合
穴が所定の前後位置に形成されており、前記ロックハブを回動させて前記スライダーを施
錠状態または解錠状態としたときに前記弾性突起が前記係合穴にそれぞれ弾性係合して前
記スライダーを施錠位置または解錠位置に固定することにより、サムターンなどによりロ
ックハブを回動させることにより室内側から簡単に施解錠を行うことができる。
【００１３】
　更に、本発明において、前記デッドボルトの係止部を係止する前記受座の方形の係止穴
における扉の開閉側の内側面が外側に向けて所定の角度に拡開する所定角度の傾斜面とす
ることにより、または前記デッドボルトの係止部を係止する前記受座の方形の係止穴にお
ける扉の開閉側の外側面ならびに係止穴における扉の開閉側の内側面が所定の角度に互い
に断面が山形となるような傾斜面とすることにより、緊急時は扉を所定以上の力で押すか
引くことにより施錠状態を解除して扉を開放することができるので、そのまま所謂パニッ
ク錠としても使用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明における好ましい実施の形態の概略斜視図を示すものであり、（ａ）は解
錠状態を示し、（ｂ）は施錠状態を示すものである。
【図２】図１（ａ）に示した実施の形態の縦縦断面図である。
【図３】図１（ｂ）に示した実施の形態の縦縦断面図である。
【図４】図１（ｂ）に示した実施の形態についての受座に嵌合した状態の縦断面図である
。
【図５】図１に示した実施の形態に使用する受座を示すものであり、（ａ）拡大斜視図、
（ｂ）は横断面図である。
【図６】図１に示した実施の形態に使用する異なる受座を示すものであり、（ａ）は拡大
斜視図、（ｂ）は横断面図である。
【図７】図１に示した実施の形態に使用する更に異なる受座を示すものであり、（ａ）は
拡大斜視図、（ｂ）は横断面図である。
【図８】図１に示した実施の形態における更に異なる縦断面図である。
【図９】従来例を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、図面を参照しながら本発明を実施するための形態を説明する。
【００１６】
　図１乃至図７は、本発明の好ましい実施の形態を示すものであり、本発明であるラッチ
錠１は、扉２に嵌挿される箱状の錠ケース３と、錠ケース３内に配置されて所定の距離に
わたって前後方向に進退可能なスライダー４と、スライダー４の前方に前後方向に所定の
距離にわたって進退可能に且つ弾発部材５により先方向へ付勢されて所定の距離だけ突出
した状態で一体的に嵌挿されるとともにデッドボルト６を備えている。尚、本実施の形態
では弾発部材５としてばね部材を用いたが、例えば、ゴム材や樹脂フォーム材の弾性体を
利用したもの、エアーなどのシリンダ、磁石の反発力を用いたものなど従来周知の弾発部
材を用いることができる。
【００１７】
　本実施の形態では、前記スライダー４は、前記錠ケース３を形成する一対の側板３１，
３１に対向して形成されたスライド溝３２に嵌挿されて所定の距離にわたって弾発部材５
の付勢力に抗して弾支させてあり、前後方向に所定の距離について進退可能である。
【００１８】
　本実施の形態では、前記デッドボルト６は先端が扉２の取付枠７に設置した受座８に嵌
挿係止する先端面を面取りした係止部６１を形成しており、この係止部６１ならびに受座
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８に形成された係止穴８１は係止部６１が嵌挿、係合可能な所定の深さを有する平面視で
方形を呈する同形である。
【００１９】
　殊に、受座８は、図５に示すように係止穴８１における内側面８１１がほぼ垂直に立ち
上がっているもの、図６に示すように係止穴８１における扉の開閉側の内側面８１２が外
側に向けて所定の角度に拡開する傾斜面となっているもの、或いは扉図７に示すように開
閉側の外側面８２ならびに係止穴８１における扉の開閉側の内側面８１２が所定の角度に
互いに断面が山形となるように傾斜面となっているものを使用することが好ましい。
【００２０】
　さらにまた、錠ケース３内には例えば扉２の室内側に配置したサムターン（図示せず）
を取り付けたロックハブ９が回動可能に取り付けられている。
【００２１】
　前記ロックハブ９には前記スライダー４に突設した係合片４１，４２に係合する係合突
起９１，９２が突設されており、サムターンを介してロックハブ９を回動させることによ
り、図１（ａ）および図２に示すデッドボルト６が錠ケース３の前板に没入した解錠状態
と、図１（ｂ）および図３に示すデッドボルト６の係止部が所定の距離だけ突出する施錠
状態に切り替わる。
【００２２】
　特に、本実施の形態では、図７に示すように、錠ケース３を構成する側板３１，３１の
内側にスライダー４の側面において突出、形成された弾性突起（図示せず）が施錠状態位
置および解錠状態位置においてそれぞれ弾性係合する係合穴３４，３５が所定の前後位置
に形成されており、ロックハブ９を回動させてスライダー４を施錠状態または解錠状態と
したときに弾性突起が前記係合穴３４，３５にそれぞれ弾性係合してスライダー４を施錠
位置または解錠位置に固定することができるようになっている。
【００２３】
　以上の本実施の形態であるラッチ錠１は、従来のラッチ錠と同様に錠ケース３に備えら
れた前板３３を扉２の小口２１に沿わせて埋め込み収容するとともに前記ロックハブ９に
内側からサムターン（図示せず）を付設する。
【００２４】
　また、扉２の取付枠７には前記錠ケース３の前板３３から出没するデッドボルト６に対
向する位置に受座８が取り付けられる。このとき、本実施の形態では、従来の開き戸用錠
のように彫り込みを形成する必要がなく取付枠７の表面に受座８を、例えば止めねじや接
着剤により付設すればよい。
【００２５】
　本実施の形態では、サムターンを解錠操作してロックハブ９を図１（ａ）および図２に
示すように側板３１に突出させた弾性突起を係合穴３４に弾性係合して、デッドボルト６
が錠ケース３の前板３３に没入した解錠状態に固定した場合には扉２は自由に開閉可能で
ある。
【００２６】
　従って、例えば掃除中であるとか子供が浴室やトイレを使用している場合のように施錠
の必要がないか又は施錠したくない場合にはサムターンを解錠操作しておくことにより誤
って施錠することがない。また、使用時において室内側から施錠する必要があるときには
、室内側からサムターン（図示せず）によりロックハブ９を回動させて図１（ｂ）および
図３に示すデッドボルト６を錠ケース３の前板３３から所定の長さだけ突出させて、その
係止部６１を受座８の係止穴８１に嵌挿係合させ、退室する際には再びサムターンを解錠
操作してロックハブ９を図１（ａ）および図２に示すようにラッチ兼用のデッドボルト６
が錠ケース３の前板３３に没入した解錠状態とする。
【００２７】
　また、施錠状態にするには、前記サムターン（図示せず）によりロックハブ９を回動さ
せて図１（ｂ）および図３に示すデッドボルト６を錠ケース３の前板３３から所定の長さ
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だけ突出させる。
【００２８】
　尚、本実施の形態では、ロックハブ９を回動させてスライダー４を施錠状態または解錠
状態としたときに弾性突起が前記係合穴３４，３５にそれぞれ弾性係合してスライダー４
を施錠位置または解錠位置に固定することができるようになっているので誤って施錠状態
または解錠状態に戻ってしまう心配はない。
【００２９】
　このように本実施の形態は、デッドボルト６をスライダー４に弾発部材５を介して弾支
したことにより取付枠７に彫り込みを形成せずに受座８を取り付けることができることは
いうまでもないが、デッドボルトの先端面が面取り構造となっており、予め定めた押圧力
以上に扉２を開放側に押すことにより受座８に嵌挿しているデッドボルト６の係止部６１
が弾発部材５の付勢力に抗して受座８における係止穴８１の内側面８１に沿って外側に移
動して係止穴８１から抜脱して扉２を開放させることができるのでパニック錠としても使
用することができる。尚、このとき、本実施の形態ではデッドボルトによりロックハブ９
が回動して、元の図２に示した解錠状態に復帰する。また、受座８の係止穴における扉の
開閉側の内側面８１２を図６に示すように外側に向けて所定の角度に拡開する傾斜面とな
っているものを使用すると更に容易に脱出できる。
【００３０】
　一方、受座８として図７に示した開閉側の外側面８２における扉の開閉側の内側面８１
２が所定の角度に傾斜面となっているものを使用する場合には、常時、前記サムターン（
図示せず）によりロックハブ９を回動させて図１（ｂ）および図３に示すデッドボルト６
を錠ケース３の前板３３から所定の長さだけ突出させた状態として使用することにより、
扉２を閉じたときにデッドボルト６の係止部６１が受座８の外側面８２を乗り越えて係止
穴８１に嵌挿され、また、扉２を開くことにより前記図６に示した受座８の場合と同様に
受座８の係止穴８１に嵌挿されているデッドボルト６が抜脱されることになり、通常のラ
ッチ錠と同様に使用することができる。
【００３１】
　尚、ラッチの係止の強さは前記デッドボルト６の弾発部材５の弾性力と受座８の外側面
８２および係止穴８１の傾斜面８１１の傾斜角度により自由に設定可能であり、特に、外
側面８２と傾斜面８１１の傾斜角度を変化させることにより扉２を開くときと閉じるとき
に必要な押圧力を決定することが可能であり、使用する目的に応じて適宜設定することが
できる。
【００３２】
　更に、本発明は、前記実施の形態と異なりデッドボルト６に室外側にも開放手段を設け
ることによりパニック錠を備えた通常のラッチ錠として使用することが可能である。
【００３３】
　特に、本発明では、デッドボルト６に連結したサムターンやハンドルが使用不能となっ
た場合にも扉２を開方向に押圧するだけで開放できるという利点を有している。
【符号の説明】
【００３４】
　１　開き戸錠、２　扉、３　錠ケース、４　スライダー、５　弾発部材、６　デッドボ
ルト、７　取付枠、８　受座、９　ロックハブ、６１　係止部、８１　係止穴、８２　傾
斜面、８１１　傾斜面
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